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自治体のしごと（計画）と決算審査の照合
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地方自治法
第２条第４項 市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその地域に
おける総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して行う
ようにしなければならない。 ２０１１年に廃止

総務大臣通知（総行行第５７号総行市第51号平成23年５月２日）抜粋
第４ 地方分権改革推進計画に基づく義務付けの廃止に関する事項
１ 市町村の基本構想に関する規定を削除することとされたこと。（旧法第２条第４項関係）
なお、改正法の施行後も、法第96条第２項の規定に基づき、個々の市町村がその自主的
な判断により、引き続き現行の基本構想について議会の議決を経て策定することは可能
であること

今でもほとんどの自治体が基本構想や総合計画を策定している。

基本構想の義務付け廃止



総合計画と個別計画

総合振興計画

地域福祉計画

子ども・子育て支援事業計画

健康増進計画・食育推進計画

障害者福祉計画・障害児福祉計画

高齢者福祉計画・介護保険事業計画

都市計画マスタープラン
【立地適正化計画】

緑の基本計画

都市計画決定





計画・組織・人事・予算の分担

事務分掌 埼玉県 北本市

総合計画
企画財政部
計画調整課 政策推進部

政策推進課
組織

企画財政部
行政・デジタル改革課

人事
総務部
人事課

総務部
総務課

予算
企画財政部
財政課

政策推進部
財政課



予算・決算・事務事業評価の流れ

年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

令和
６年度

令和
５年度

令和
７年度

予算執行＝事業実施出納整理

レビュー（評価・見直し）

監査・決算審査

予算編成

予算審査

決算



北本市における行政評価の流れ

時期 内容

５月末 前年度出納閉鎖

６月頃 施策・基本事業評価、事務事業評価の実施

７月頃 政策推進課による取りまとめ

行政経営会議（庁内）による評価

１１月頃 行政評価の公表 予算への反映

時期不定
行政改革推進委員会への諮問

行政改革推進委員会の答申

政策（７）

施策（２７）

基本事業
（１０１）

事務事業



施策・基本事業評価の例



施策・基本事業評価の例



事務事業評価の例 予算事業とほぼ一致



事務事業評価の例

利用料金は市の収入に計上されない



事務事業評価と決算の照合

27,362,01722,621人

令和４年度 行政報告書

➢ 前年度より少ない経費で多くの人が利用している。（行政報告書でわかる）
➢ しかし、目標値には達していない。（計画を確認しないとわからない）

➢ 年間利用者数は延べ人数。実利用者数は？←利用者に偏りはないか。
➢ 運賃（利用料金）収入は？ 利用者の声は？ 実際のニーズは？ どうすれば
目標を達成できるか？ そもそも目標は妥当か？

400円

理想： 聞かないとわからないことを聞く

現実： 調べればわかることでも聞く

最悪： 聞かないから何も分からない
（執行部は説明を最小限にする傾向）



長野県大町市議会における事務事業評価

➢ ６月定例会の本会議で決算審査特別委員会を設置

➢ 第１分科会（総務産業委員会委員で構成）及び第２分科会（社会文教委
員会委員で構成）を設置。

➢ 各分科会では所管する前年度事務事業の中から評価の対象とする事業
（各４事業）を選定。

➢ 執行部から事務事業の内容について説明を受けた後、個々の委員による
評価を行い、各委員の評価を持ち寄り、分科会としての評価を集約。

➢ 各分科会の評価をもとに、決算審査特別委員会全体会で最終的な評価
結果を取りまとめ。

➢ ８月末に市長へ提出。市長からは１１月下旬に議会へ回答。



北本市公共施設マネジメント実施計画

「今後40年間で公共施設の延床面積を50％削減する」



北本市公共施設マネジメント実施計画

栄小学校 地域活動交流センター（改修）、勤労福祉センター・コミュニティセンター廃止
R2年度末閉校、Ｒ３ 基本計画策定、
R4当初予算 市民活動交流センター整備事業（基本設計・実施設計）１,４０４万８千円
Ｒ５当初予算 実施設計に基づく整備・改修工事費 ５億５，０１７万９千円
１２月補正で増額・全額繰越 再度入札も不調 ３月下旬に入札成立
R6.4.24 臨時会で工事契約締結議案を可決 【もはや令和５年度事業ではない】

中央保育所・栄保育所（廃止） 中央保育所（新設）
Ｒ３ 基本設計・実施設計、Ｒ４ 建設工事、Ｒ５ 夏頃開設予定
R5.10 新中央保育所完成（旧中央保育所・栄保育所廃止）【跡地利用は？】

中央公民館（文化センター） 計画には無かった大規模改修
Ｒ５ 基本計画策定
Ｒ６当初予算 文化センター大規模改修事業（基本設計）７５４万円【計画への反映は？】



子ども子育て支援事業計画（保育所等）

年度
計画上の見込み 定員 実利用者数 待機

児童数０歳児 １・２歳児 ０歳児 １・２歳児 ０歳児 １・２歳児

R元 ５３ ３３９ ８７ ３０１ ４５ ３０６

R２ ５１ ３４３ ７２ ３０９ ３７ ３０１ ２９

R3 ５０ ３３８ ７２ ３３８ ４４ ３１６ ５

R4 ５０ ３２６ ７２ ３３８ ５３ ３０８ ２３

R5 ４９ ３２２ ７２ ３３８ ４６ ３２２ ３３

R6 ４８ ３１５ ７２ ３３８ ４５ ２９５ ３２

部屋のサイズは問題ない。施設不足より保育士不足ではないか。

原因に合った対策を講じられているか？



子ども子育て支援事業計画（学童保育室）

年度 見込み 見直し後 児童数

H27 464 ５２２

H28 454 ５７７

Ｈ２９ 444 645

H30 434 632 664

R01 424 638 668

R02 646 653

R03 633 692

R04 613 717 725

R05 608 760 792

R06 597 795 823

利用料金制採用せず
２年連続で指定管理者が赤字に
※指定管理者の決算も要確認

利用料金制に変更
指定管理者の財務は好転

利用者が急増、混雑が顕著に
R４．４～ 民設クラブ２施設 開設

→混雑解消に至らず
Ｒ５．１１～ 民設クラブ利用補助金

※効果検証が必要
Ｒ６ 公設クラブ１施設整備

見
込
み
は
一
貫
し
て
「
減
」

見
直
し
で
「
増
」

指定管理期間



介護保険事業計画

基本理念： 地域で支えあい、誰もがその人らしく安心して暮らし続
けることができるまち ← 施設より自宅・身近な地域で

基本目標１ いきいきとその人らしく健やかに暮らせるまち
基本目標２ 住み慣れた地域で暮らし続けられるまち
基本目標３ 安心してサービスを受けられるまち

➢ 基本目標が達成できる「計画」となっているかどうか。
➢ 基本目標が達成できる「予算」となっているかどうか。
➢ 「決算」の内容は、基本目標の達成につながっているかどうか。



介護保険事業計画

区分 R3決算 Ｒ４決算 増減額

居宅介護サービス等
の給付に要した経費

2,350,683,432 2,457,620,996 106,937,564

施設介護サービス等
の給付に要した経費

2,092,854,826 2,036,857,728 △55,997,098

R3決算 R4決算 増減額

看護小規模多機能型居宅介護 0 30,312,590 30,312,590

特定施設入居者生活介護 278,519,735 317,205,168 38,685,433

認知症対応型共同生活介護 257,392,291 265,341,963 7,949,672

短期入所療養介護（老健） 15,879,419 27,757,206 11,877,787

総額だけ見ると地域移行が進んでいるようにも見えるが、実際は？



参加された皆さんに意見を聞きたいこと

➢ 区画整理事業について、国庫
補助金が内示割れしたため、
事業規模を縮小する。

➢ 市債の発行を抑制するため、財
源の一部を特定目的基金から
の繰入金に振り替える。

➢ 特定目的基金からの繰入れに
ついては、当初予算で計上して
いない。

➢ 事業費の減額と財源更正は、
年度末に補正計上する。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20

